








































































配布数 582 583 550
有効回答数（回収率） 330(57%) 276(47%) 229(42%)
年齢 30.7(±7.7) 31.5(±7.8) 31.2(±7.8)
性別 男 24(7%) 16(6%) 18(8%)
女 303(92%) 255(92%) 208(91%)
無回答 3(1%) 5(2%) 3(1%)
配偶者 有 111(34%) 80(29%) 74(32%)
無 213(65%) 187(68%) 151(66%)
無回答 6(1%) 9(3%) 4(2%)
子供 有 71(22%) 60(22%) 56(25%)
無 253(77%) 207(75%) 168(73%)
無回答 6(1%) 9(3%) 5(2%)
経験年数 8.3(±6.3) 8.7(±6.6) 8.5(±6.7)
異動経験 有 151(46%) 143(52%) 97(42%)
無 174(53%) 127(46%) 126(55%)
無回答 5(1%) 6(2%) 6(3%)
最終学歴 専門学校 152(46%) 128(46%) 105(46%)
短期大学 35(11%) 23(8%) 19(8%)
大学 126(38%) 106(39%) 94(41%)
大学院 12(4%) 11(4%) 5(2%)
その他 5(1%) 0(0%) 0(0%)
無回答 0(0%) 8(3%) 6(3%)
配属先 病棟 266(81%) 213(77%) 169(74%)
外来 39(12%) 32(12%) 27(12%)
その他 25(7%) 22(8%) 29(13%)
無回答 0(0%) 9(3%) 4(1%)
雇用形態 常勤 306(93%) 246(89%) 203(89%)
非常勤 15(4%) 12(4%) 17(7%)
その他 5(1%) 8(3%) 6(3%)
無回答 7(2%) 10(4%) 3(1%)
役職 管理職 16(5%) 16(6%) 8(3%)
スタッフ 304(92%) 239(87%) 208(91%)
無回答 10(3%) 21(7%) 13(6%)
認定・専門免許取得 有 19(6%) 15(5%) 7(3%)
無 307(93%) 251(91%) 218(95%)









8 の上位概念に分類、16 の学習方法を抽出した。問 4
より 419 項を抽出し、47 の中位概念、10 の上位概念
に分類した。問 1.問 2.問 5.は表 3 に示す。 
2) 第二ラウンド
この調査では、第一ラウンドで抽出した中位概念 87














項目、学習方法 6 項目、合計 99 項目を「全くその通
り」「どちらでもない」「全くそうではない」と、「使う」




の中位概念と 18 の上位概念、6 つの学習方法が残った。



















































問1. 現在も自己学習に取り組まれていますか。 84% 15% 1%
問2.現在の自己学習の取り組みに満足していますか。 14% 85% 1%













96.9 2.6 0.0 0.4
2 業務をしていて知識不足を感じるとき 96.5 2.6 0.4 0.4
3 失敗をしたとき 82.1 16.2 0.9 0.9
2)看護を実践するにあたり (7)
4 基本的疾患の理解が必要と感じるとき 95.2 3.9 0.0 0.9
5 今まで経験したことのない処置や技術を行うとき 97.8 1.7 0.0 0.4
6 今まで経験したことのない看護ケアを行うとき 96.5 2.6 0.4 0.4
7 部署を異動し、経験のない技術や知識の習得が必要となった
とき
93.4 4.4 1.7 0.4
3)看護を実践する中で  (5)
8 自分の行っている看護に不十分さを感じたとき 86.0 13.5 0.0 0.4
9 患者の急激な病態変化についていけなかったとき 92.1 7.4 0.0 0.4
10 患者指導をするとき 87.3 10.9 0.9 0.9
4)他者からの影響  (7)
11 患者からの質問に答えられなかったとき 91.7 7.4 0.0 0.9
12 後輩からの質問に答えられなかったとき 93.0 5.7 0.4 0.9
13 先輩からの指摘を受けたとき 92.6 6.6 0.0 0.9
5)教育に関わるとき  (4)
14 プリセプターとして/スタッフとして、新人指導にあたるとき 86.9 10.5 0.4 2.2
15 学生実習にあたるとき/学生に聞かれてわからなかったとき 83.4 14.0 0.9 1.7
16 実際に指導していて困ったとき 88.2 9.2 0.4 2.2
6)最新の知識が必要と感じるとき  (2)
17 看護師として働いていく上で、日々自己学習は必要だと思う 87.8 10.9 0.4 0.9
7)自己の目標を見いだしたとき (2)
18 興味・関心のある分野に出会ったとき 87.3 11.4 0.4 0.9




89.5 9.2 0.4 0.9
21 本/教科書/参考書/看護・医学図書/専門書を読む 94.8 4.4 0.0 0.9
22 インターネットで調べる 93.9 5.2 0.0 0.9
23 研修（病棟/院内）に参加する 93.4 5.7 0.0 0.9
問4.看護師生活を続けていく中で、看護師としての目標や理想像を詳しく教えてください。
1)患者・家族との関係を充実させる (7)
24 患者や家族の立場に立って考えられる看護師 90.4 8.3 0.4 0.9
25 患者やその家族の思いを傾聴し、理解するなど、寄り添える
看護師
93.0 6.1 0.0 0.9
26 患者や家族から信頼される看護師 90.0 9.2 0.0 0.9
27 患者との関わりを大事にできる看護師 88.6 10.5 0.0 0.9




95.2 3.9 0.0 0.9
30 個別性に合わせたケアを提供できる看護師 96.5 2.2 0.4 0.9
31 患者のQOL向上を図る事ができる看護師 93.9 4.8 0.4 0.9
3)知識・技術を向上していける  (7)
32 根拠に基づいて行動できる看護師 91.7 7.0 0.0 1.3
33 適切で正しい判断ができる看護師 96.1 2.6 0.0 1.3
34 どんな状況にも臨機応変に対応できる看護師 81.2 16.6 0.9 1.3
4)業務の質が高い  (3)
35 丁寧さと効率の良さが両立できる看護師 90.4 8.3 0.0 1.3
36 安全・安心・安楽な看護を提供できる看護師 84.7 13.5 0.4 1.3
5)周囲に良い影響を与えられる (4)
37 働き続けたいと思う職場を作れる看護師 88.2 10.5 0.0 1.3
6)チーム医療の充実  (3)
38 他職種や地域など幅広い分野の人と連携できる看護師 83.0 15.3 0.4 1.3
39 医療スタッフから信頼される看護師 91.3 7.0 0.0 1.7
7)看護の魅力を感じ､自己を高めていける (5)
40 仕事に楽しさを感じて働く看護師 90.0 8.3 0.0 1.7
41 理想の看護師を目標とし、自己研鑽に励む看護師 89.5 9.2 0.0 1.3
42 初心を忘れず、向上心/目標を持ち、日々学習/成長し続ける看
護師
87.8 10.5 0.4 1.3
8)自己管理能力のある  (3)
43 自己の心身の健康を保つことのできる看護師 90.8 7.0 0.9 1.3
44 感情をコントロールし余裕を持って人に接する事ができる看
護師
81.2 14.8 2.6 1.3
問6.自己学習を満足のいくものにするためには、どのようなことが必要だと感じますか。
1)日々の仕事を学びの場として活用できたら (3)
45 日々の業務を自己学習の場として活用することが必要 85.2 12.7 0.4 1.7
46 学んだことを業務の中で実践できることが必要 92.1 6.6 0.0 1.3
2)専門職として自己研鑽していけたら  (6)
47 勉強会/研修会/学会に参加する機会が必要 86.9 11.4 0.4 1.3
48 目標を持つことが必要 88.6 9.6 0.9 0.9




92.6 5.7 0.9 0.9
51 他者からの肯定的な評価が必要 85.2 12.7 1.3 0.9
52 忙しい/看護業務以外の雑務が多い/残業が多いため業務内容の
調整が必要
87.3 11.4 0.4 0.9
53 プライベートを充実させられたり、リフレッシュでき、休息
できる休みが必要
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